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秋田県立大学 システム科学技術学部 

経営システム工学科 3年 

井内 康裕 

 

インターンシップ報告書
 

1. インターンシップ概要 

期間：令和元年８月 16 日〜9月 17日 

指導教員：素粒子原子核研究所 

後田 裕  教授 

中山 浩幸 助教 

テーマ：beam background による CDC へ

の影響分析 

 

2. 研究内容 

本研究では、粒子バックグラウンドによる

BelleⅡ測定器への影響を明確にすることに

より、観測データの信頼性と質の向上を目

指す。また、KEKB 加速器のルミノシティ

ー増加に伴い BelleⅡが浴びるバックグラ

ウンドも増加するので、対策が必要となる。

特に本研究では、IP(ビーム衝突点)から z方

向+60cm 周辺に存在するホットスポット

に着目する。 

2.1 データの再構築 

 分 析 に 使 用 し た デ ー タ は 、

physics.0008.01976.HLT1.f000*.root(* は

00から 30)の root ファイルである。以上の

ファイルを終状態粒子について解析に使用

する情報を再構築することにより、

mDST(mini DST)を作成した。また、情報

量を増やすために複数の rootファイルを使

用し、最終的に合成された mDST ファイル

を生成した。 

 

図１ reconstruct.py の一部のスクリプト 

 

2.2 ホットスポットと軌跡(track)の確認 

 2.1で作成したmDSTファイルより root

により可視化させると図２のように

z=+60cm の地点にホットスポットが確認

できる。ここで発生したバックグラウンド

現象について、データ収集（軌跡など）を行

う。ある程度、発生地点が絞り込めたので、

そこから発生する track のみをスキャンし、

Event Displayで重ね書きを試みた。 

 

図２ ホットスポットの可視化 
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 発生位置を z=+50~70(cm)と x=-2~-

4(cm)に指定し、その場合のイベント番号を

確 認 し た 。 ( コ マ ン ド $ tree-

>Scan("EventMetaData.m_event:v0z:v0x","

v0z>50 & v0z<70 & v0x<-2 & v0x>-4")) 

 

図３ イベントを絞り込みした結果 

 

その中から、20 イベントをピックアップ

し、Event Display でそのイベント番号を指

定し、track の上書きを行なった。 

 

図４ 20 イベントの重ね書き（2D） 

 

図５ 20 イベントの重ね書き（3D） 

 

図４,５より、確かにホットスポットから

発生した粒子が検出器内部へと混入してい

ることが確認できる。実際にどのような軌

跡でどこに入り込むのかを確認する際やシ

ミュレーションを行う際には、より多くの

データが必要となる。 

 

2.3 Python での軌跡(track)の絞り込み 

2.2 で行なったイベントの選択を、多量の

イベント数を手でイベント番号を指定する

ことは困難なので、それをプログラムで指

定できるスクリプトを作成した。 

具体的には、PyStoreArray によって

V0ValidationVertexs の情報の中から、

getVertexPosition の z 位置などを呼び出し、

その位置を範囲指定することにより、特定

のイベントを抽出することができる。最終

的には、指定したイベントを rootファイル

に書き出す必要があるが、指定したイベン

トを Event Display で確認する必要がある

ので、アウトプット機能は未実装である。 

 

3. 今後の課題 

今後、2.3 で作成した python スクリプトに

特定のイベントのみを選択した rootファイ

ルを生成するコード追加することにより、

Event Displayで可視化することが可能とな
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る。 

また、本研究では、時間の都合上シミュレ

ーションまで行うことができなかったが、

特定のイベントを抽出するプログラムを引

き継ぐことにより、今後の研究への橋渡し

になると考える。 

 また、図４と下記の図６を重ね合わせる

ことで、軌跡がどこを通過しているのかを

確認することが必要だと考える。 

 

図６ QC1RPを上部から見たCAD断面図 

 

4. 感想＆まとめ 

今回のインターンシップにおいて、実際に

データ解析を行うことができ、より深く実

験内容や物理現象について理解を深めるこ

とができた。 

そして、ROOT(https://root.cern.ch/)を使

用し分析を行なったので、プロットの方法

など細かい操作について学ぶことができた。 

また、最終目標である MC シミュレーショ

ンによるシールド配置についての考察まで

行うことができなかったが、バックグラウ

ンド現象を可視化することにより、実際に

その現象が存在することを確認することが

できた。 

 最後に、本研究を進めるにあたり、受け

入れて頂いたとともに熱心に指導していた

だいた後田先生と中山先生に、感謝の意を

表します。 
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